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◆メンバー在籍者数 ２０名（2018.3 現在） 

 

◆定例会   １3 回 

 

◆主催イベント 3 回 

 

◆内部交流   3 回 

 

◆広報活動 facebook 掲載   １７回 

町広報記事掲載     4 回 

      イベントチラシ配布 2 回 

       

 

◆他団体のイベントへの参加・協力 4 回 
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津別町青年活動プロジェクトａｎｄ                    

 津別町内在住又は勤務している青年の集団であり、年代、性別、業種にとらわれること

なく、自ら学び、交流し、横のつながりを築きながら様々な活動を行ない、本町の地域振

興に寄与することを目的とする。 

 

【活動報告】 

１．ａｎｄ定例会 ４月～３月（通年） 中央公民館等                

 ●４月～３月 新メンバー募集期間 ５名新規登録（２９年４月現在 １５名が在籍） 

 ●第１回定例会（４月２４日）・・・６名出席  

        ・平成２８年度事業報告、決算報告（報告） 

        ・平成２９年度予算案について（協議） 

        ・事業計画、目標（方向性）について（協議） 

         and とは、規約について、メンバー名簿の確認、役割分担について 

 ●第２回定例会（５月１２日）・・・１０名出席  

        ・平成２８年度事業報告、決算報告（報告） 

・平成２９年度予算案について（協議） 

        ・役員体制について、サブリーダーを置かないこととなる（協議） 

        ・平成２９年度目標の設定、活動事業計画について（協議） 

         今年度目標：ａｎｄの「和」を広げる、人と人とのつながりの和（輪）、

内部交流も深めていきたい 

 ●第３回定例会（６月１３日）・・・９名出席 

        ・役割分担、年間活動計画について（協議） 

        ・目標（今年度のテーマ）、年間活動計画について（協議） 

         イベント：「社会見学」「上半期お誕生会」「動画作り講習会参加」「出

張サンタ」「出張オニ」「成人式」「出張オニ」「下半期お誕

生会」 

        ・「社会見学」の詳細について（協議） 

        ・その他 動画作り講習会の参加について。 

ものそとふぉーらむ協力依頼・参加者取りまとめ 

七夕まつり実行委員について（連絡） 事務局より 

小林リーダー推薦する 

 ●第４回定例会（７月１１日）・・・９名出席 

        ・日本ミートにて実施（交流込み） 

・「社会見学」について（協議） 

        ・３名加入（門馬さん、久世さん、寺尾さん）※登録１８名 



津別町青年活動プロジェクトａｎｄ（平成２９年度） 

 ４ 

        ・美幌町 B-live のイベントについて参加周知 

  

●第５回定例会（７月２５日）・・・５名出席  

        ・「社会科見学」について（協議） 

        ・七夕まつり行灯用用紙作成（２個分） 

 ●第６回定例会（８月１日）・・・７名出席 

        ・社会見学実施日程について（協議） 

        ・「上半期お誕生会」の詳細について（協議）上原有沙さん、寺尾さんが

担当する 

        ・その他 

          動画作り講習会取りまとめ 

 ●第７回定例会（９月１９日）・・・２名出席 

        ・「社会見学」の実施日延長について（協議） 

        ・「出張サンタ・出張オニ」実施について（協議） 

      ・その他 

         動画作り講習会取りまとめ 

 ●第８回定例会（１１月１５日）・・・１１名出席 

        ・アイスブレイク ぎょうざジャンケン 

・「動画作り講習会」について（報告） 参加者より 

        ・「出張サンタ」の詳細・役割分担について（協議） 

        ・「こども園サンタ」日程合わず実施しないことした 

        ・「成人式」の詳細について（協議） 

        ・「社会見学」は見送る 

        ・大空町青年団体連携会議のイベントについて参加周知 

 ●第９回定例会（１２月７日）・・・４名出席 

        ・アイスブレイク お絵かき名前ゲーム 

・「動画作り講習会」について（報告） 参加者より 

        ・「出張サンタ」の詳細について（協議） 

        ・「成人式」の詳細について（協議） 

        ・アイスキャンドルまつり実行委員について（連絡） 事務局より 

         小林リーダーが実行委員に推薦。 

・大空町青年団体連携会議のイベントについて参加周知 

 ●第１０回定例会（１月１０日）・・・９名出席 

        ・「動画作り講習会」（報告） 参加者より 

        ・「出張サンタ」「成人式」反省 

        ・「出張オニ」詳細について（協議） 
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        ・アイスキャンドルまつり実行委員会について（報告） 小林リーダーより 

        ・「次年度役員」について（協議）小林リーダーより 

        ・２名加入（伊東さん、窪田さん）登録２０名 

 ●第１１回定例会（１月２９日）・・・１０名出席  

        ・アイスブレイク 肩こりチェック 

・「アイスキャンドルまつり」について（報告） 小林リーダーより 

 アイスキャンドル作成 

        ・「出張オニ」の詳細について（協議） 

        ・「次年度役員」について（協議） 

        ・「活動用Ｔシャツ・パーカー」作成について 

 ●第１２回定例会（２月１９日）・・・８名出席 

        ・「動画作り講習会」について（報告） 参加者より 

        ・「出張サンタ」の反省ついて（協議） 

        ・「次年度活動計画」について（協議） 

                ・「次年度リーダー」について 小林リーダーより 

        ・塚田さん３月いっぱいで津別を去ります。 

 ●第１３回定例会（３月１２日）・・・１４名出席 

        ・平成２９年度事業報告、決算報告（報告） 

        ・平成３０年度活動・事業計画、予算案について（協議） 

        ・平成３０年度役員体制について（協議） 

        ・小林さん３月をもって退会します。津別を去ります。 

 

２．ａｎｄ役員会                                 

 ●２９年度は役員がリーダーのみのため実施しなかった 

 

３．ａｎｄ内部研修関係                               

●２９年度は内部研修を実施しなかった 

 

４．ａｎｄイベント関係                               

 ①『出張サンタ』 

  １２月２３日・２４日・２５日 ３日間 １７：００～２０：３０ 町内のお宅 

  １０名出席 

  １６軒の家庭（うち１軒は、すきっぷ） 

  ・お預かりしたプレゼントを and サンタとまる太くんが町内のお宅に伺い、届けた。

今回は子供たちだけではなく、旦那さんへのサプライズプレゼントなどもあり、ど

のお宅でもとても喜んでくれた。 
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②『成人式で and を PR しよう』 

  １月７日（土） １２：００～１５：３０ 中央公民館 

  ８名出席 

  ・and のポスターの掲示、and が作ったフォトプロップスを使って写真を撮ってもらっ

た。あまり and の PR を前面に出さず、成人式が思い出深いものなるようにした。 

  ※１月１８日：フォトプロップスづくり ６名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③『出張オニ』 

  ２月２日・３日 ９：００～１６：００ 町内施設 

（こども園・支援センター・いちいの園・ケアハウス・ほのぼの・ののか・児童館・役場・・

さんさん館・ファミリースキー場・すきっぷ・ものそと研究所） 

   ５名出席＋ＪＡ青年部４名＋北海道大学生４名 

  ・節分にちなんで、オニに扮して町内の施設に出没。たくさん豆を投げてもらい厄払

いをしてもらった。どの施設でもたくさん豆を投げてくれ、とても喜んでもらった。

また、施設より飲み物のお礼もいただいた。 

  ・１月１７日・２４日・２月１日道具準備 

  ※さんさん館・アイスキャンドル点灯まつりにも立寄った。 

※西洋軒でコーヒーブレイク 
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５．ａｎｄ内部交流会                                

 ①『上半期お誕生会』  

９月１５日（金） じゅうじゅう苑 ９名参加 

主担当：上原（あ）、寺尾 

・じゅうじゅう苑で焼肉を囲みながら、プレゼント交換を行なった。メンバーで交流

を深めた。 

 ②『新年会』 

  １月１０日（水） 愛飲酒多飲 １３名参加  

  ・定例会後に新年会を開催。メンバーの親睦を深めた。 

  

 ③『下半期お誕生会』 

  ３月１２日（月） でてこいらんど １１名参加 

  ・ケーキを囲み、交流を深めた。 

   退会者にお礼の品を渡した。 

 

６．広報活動                                     

 ①町広報７月号 作成者（㊤） 

内容：平成２９年度活動スタート 
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 ②町広報１１月号 作成者（事務局） 

  内容：上半期お誕生会 

 ③町広報２月号 作成者（小林） 

  内容：出張サンタ、成人式 

 ④町広報３月号 作成者（㊤） 

  内容：出張オニ 

  

７．他団体のイベントへ参加・協力                            

 ①『ものそとふぉーらむ・なつ』 

７月９日 １０：００～１５：００ 本岐保育所 

４名参加（山本・塚田・宍戸・宮浦） 

 ②『第７回つべつ七夕まつり』 

  ８月５日 ９：００～１２：００ 美幌町青山南公園 

・町のイベントに協力。実行委員１名選出と会場設営の手伝い。 

１名協力（小林） 

 ③『網走川流域青年団体組織連携交流事業』 

  １１月３日 １１：００～１３：００ 

  １名参加（小林） 

 ④『第７回つべつアイスキャンドル点灯まつり』 

  １月２３日 滑り台等作成作業 ３名協力（小林・伊東） さんさん館 

  １月２５日 会場作成作業   ４名協力（小林・塚田・門馬・伊東） さんさん館 

２月４日  会場設営準備片付け等 １名協力（小林） さんさん館 

  アイスキャンドル作成 １１個（定例会にて作成） 

  ・町のイベントに協力。実行委員１名選出と会場設営の手伝い、アイスキャンドル作

成をした。 
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８．今年度を振り返って                               

 今年度で４年目を迎える and の活動では、リーダーの改選が行なわれ、新リーダーとし

て小林成美さんが選ばれた。リーダーと事務局担当者の変更に伴い、雰囲気も一新した。 

総会では、２７年度反省でこれまでの活動やメンバーの気持ち的な部分など様々な課題

や問題点が数多く挙げられた。そのため、はじめの３ヶ月間は、ワークショップ形式で年

間のテーマ設定（目標）や企画アイデア出し作業を行い、メンバー間のコミュニケーショ

ンを図りながら互いの気持ちを理解し合える環境を作り、進めた。アイデア出しでは、と

ても多くのアイデアが挙がり、やりたいことはまだまだある様子で意欲を伺えた。 

年間テーマを「まずは and の中から～中から外へ and の魅力を発信～」とし、自分たち

が楽しむことで周りの人たちを取り込んでいこうということに決定した。年間行事もメン

バー間の交流を意識した企画となった。 

行灯づくりからはじまり、毎月のように事業を実施した。担当制（定例会で決めた）で

実施したため、担当者の負担はかなり大きく、毎月の定例会以外に集まって打合せや準備

など事業が毎月であったので余裕がなく、大変だったようだ。しかし、近隣の青年団体と

の交流、高校生ひまわりとの連携、子供を対象とした事業など、新たな分野にも挑戦した

年でもあった。また、外部講師を招いての内部研修は実施しなかったが、定例会等で行な

ったワークショップや司会進行役、プレゼンなど一つ一つが学びの場であり、経験の場で

あった。各事業の反省では、大変な中にも参加者の反応などから達成感と充実感も伺えた。

そして、マメに連絡を取り合い、反応し、メンバーみんなが常に「メンバー間の横のつな

がり」を意識できた一年間だったと担当者として感じている。 

 定例会の出席率がよくない、メンバー間での気持ちの入れ方の差がある、新規加入者が

少ないなど様々な悩み、不慣れな部分、失敗もあるが、それぞれが一生懸命考え、悩み、

工夫し、取り組む姿勢がみられ、そういったことを一つ一つ解決し乗り越えていく力を身

につけてもらいたいと願っている。また、そういった経験や力が自身を高め、自分の生活

や将来へと生かされることを期待する。大変・苦しい・つらいことはあるが、それ以上に

自分たちの達成感ややりがい、人とつながる楽しさを感じてもらいたい、自分たちの「居

場所」を確立していってもらいたい。 

メンバーの退会が多いが、退会した人たちもこの組織でやった経験やネットワークを生

かし、それぞれの道で活躍していくことを期待したい。また、引き続き応援してもらいた

い。 

 次年度の取り組みについては、５年目という節目を迎え、これまでの「つながり」を大

切にしたいという思いと and だからこそできること！にこだわって「新しい挑戦」に力を

入れた活動をしていく。「これまで」と「これから」を考え、いろんな課題を乗り越え、一

人ではなくみんなだから（若いから）できることを、失敗を恐れずにたくさんやって経験

を積んでいってもらいたい。地域を担う若者たちが集い、学び、つながり、彼らの活気あ

る姿が町の元気につながることを今後期待して、引き続き支援していきたい。 


